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追播されたアカクローパの定着に

及ぼナ刈取と施肥の影響

高橋 ;俊・名田 陽一(北農試)

アカクローパが消失してしまった草地kァカクローパを追播することによって草種構成の改善を図るこ

とは低コストで良質な飼料生産を行う上勺極めて重要である。その際，特に必要な点は発芽から初期生育

に必要な水分の確保と既存草による被陰り軽減であろう。水分の確保については播種時期の選定と地表の

処理による対応が考えられる。被陰の軽減については，化学的処理として追播前の薬剤散布による既存草

の生育抑制，また物理的処理として追播後の掃除刈や放牧による対応が考えられる。追播後の掃除刈によ

って定着を図る方法では，チモシー優占草地に対して 2番草刈取後に追播する場合について検討されてい

る 1)

本試験では，オーチヤードグラス優占革地に対し，融雪水によって土壌水分が安定的に豊富であると思

われる早春に追播を行うこととした。その場合に，被陰軽減策としての刈取処理がアカクローパの定着に

与える影響について異なる施肥条件下で検討した。

材料および方法

供試草地はオーチヤードグラスが優占し，ケンタッキーフツレーグラスとシロクローパが混在する草地

(表 1)である。供試品種はサッポロと:し，播種量は1.0 kg / 10 aとした。播種時期は 1986年 4月24日，

播種法は溝内播種(溝鞠 1--2 cm，深さ 2.3cm，溝間隔20cm)とした。

処理は窒素施用量2水準

と刈取法 3水準を設けた。 表 1 供試草地の植生

窒素施用量の水準は①少肥 1986. 5. 13 

区 (N4kg/lOa)②多肥
オーチヤードグフス ケンタッキーブルーグラス シロクローパ

区 (N8kg / 10 a )とし，
被関係) 草丈.fcrm 被風%l 革支"!cm 被嵐qる) 草対m

2回分肥で基肥を溝内施用， 79 22.5 I 54 14.9 38 8.5 

追肥を表面施用とした。刈

取法の水準は①20刈区(既存草種のオーチヤードグラスの草丈が20cmに達した時に地際 5cmで刈取る)②

40刈区(同様に40cmの時に刈取る)①採草区(6月上旬， 8月上旬， 10月上旬に刈取る)とした。 1区の

面積は12dである。なお， N以外に基肥として P2058 ( kg / 10 a )， K20 5 (kg / 10 a )を溝内施用，

苦土炭カノレ 100( kg / 10 a )を表面施用した。

調査は，各刈取時において植生(被度，草丈，株数)調査，地際(地表より 0--5cm)の相対照度測定

を行った後，各処理区 3ケ所(1ケ所 1d)の刈取調査を行った。さらに刈取草を草種別に分けて乾物重

を測定した。
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結 果

1. 刈取処理の概要

各処理区の刈取回数と刈取時のオーチヤードグラスの草丈を表2に示した。刈取時のオーチヤードグラ

スの草丈は20刈区， 40刈区ともほぼ処理の目標とする値であった。刈取回数は10月8日の全処理区の同時

刈取も含めたものであるが， 20刈区では少肥区，多肥区とも 9回，また40刈区では少肥区が 4回，多肥区

が 5回となり， 20刈区の刈取回数は40刈区のほぼ 2倍となった。また，施肥量が異なっても刈取回数は大

差なかった。

2. アカクローパの被度 表 2 刈取回数および刈取時のOGの草丈

刈取時のアカクローパの被 1986. 4. 26 -10. 8 

度を表 3に示した。少肥区に
施肥量刈取 刈取回数 平均刈日取)間隔 刈取時のOGの草丈

おいては， 40刈区が最も大き
(B) (cm) 

な値を示し，最終刈取時には
2 0刈 9 18.6 2 2.1 ( 2 1.0"-' 2 3.8 ) 

47%を示した。 20刈区では刈
少肥 4 0刈 4 4 1.8 39.7(37.3"-' 41.7) 

取回次が進むにつれて徐々に
採草 3 55.7 63.0 ( 29.4，，-， 110.7 ) 

増加したが最終刈取時では11
2 0刈 9 18.6 21.7(20.3......， 24.1) 

ヲらであった。採草区では l番
多肥 4 0刈 5 33.4 39.5 (38.1"-' 4 0.8) 

草刈取時には11%であったが 採草 3 5 5.7 6 9.7 ( 2 8.7""'" 1 1 9.3 ) 

その後やや減少し最終刈取時
錨 OG:オーチヤードグラス

には 7%であった。 表 3 刈取時のアカクローパの被度(%)

多肥区においても40刈区が
1986 

最も大きな値を示したが少肥 施肥量刈取
刈 取 回 次

区における40刈区のような顕
2 3 4 5 6 7 8 9 

著な増加は認められず最終刈
2 0刈 3 6 11 11 11 11 

取時の被度も11%にとどまっ
少肥 4 0刈 7 23 47 

た。 20刈区においても第 5回
採草 11 7 7 

刈取以降，増加は認められず
2 0刈 3 7 3 3 3 3 

1--3%であった。採草区に
多肥 4 0刈 7 1 5 11 1 1 

おいては1番草刈取時には 7
採草 7 

%であったが，その後減少し
制 -:<1

最終刈取時には 1%にも満たなかった。

3. アカクローパの株数の推移 300 

追播後のアカクローパの株数の推移 徐

を図 1に示した。各処理区とも追播後，ど

株数は急激に減少するが， 7月以降， 4100 

株数がおおよそ50( / mZ
) 以下になる

と減少速度は衰えてきた。

越冬前のアカクローパの株数を図 2

採窓口一一・ロ 300 

40メIJk一一A

20メIJ.0 一一-0

~lLロ一一・ロ
40刈 Aー-一也

20メIJ0-一一-0

一日
7 8 9 10 (月)

少肥区
8 9 10(月)

多厄区

図 1 アカクローパの株数の推移 1986 
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40 に示した。少肥区では40刈区の株数が最も多く， 111?

当たり 38株であった。次いで採草区が22株， 20刈区

が16株であった。多肥区においては概して少肥区よ

りも株数が少なかった。最も多かったのは40刈区で

あるが，少肥区の40刈区に比較するとかなり少なく

18株であった。次いで20刈区が 6株，採草区では 2

株にすぎなかった。

4. 地際の相対照度およびアカクロヶパの草丈

刈取による被陰の軽減の程度を見る!ため刈取時の

地際の相対照度およびアカクローパの草丈を表4に 図2 越冬前のアカクローパの株数

示した。少肥区では，第 1

回刈取時には20刈区の相対 表 4 刈取時における地際の相対照度および RCの草丈 1986

抹
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20刈区の方がかなり大きな
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(係) (cm) 

2 0刈 32 2.4 

4 0刈 34 4.9 

採草 13 11.3 

2 0刈 23 3.0 

4 0刈 19 4.3 

採草 6 1 1.1 

は13--1570であった。多肥

区では，第 1回刈取時には

少肥区と同様に20刈区(23 多肥

70)と40刈区 (1970 )は大

差なかったが，第 2回以降

の刈取では20刈区の方が大

きかった。採草区では 6--

970とかなり小さい値を示

した。

5. アカクローパの 1株

当りの刈取重

刈取処理がアカクローパ lIt 

の生長に与える影響を見る

ためアカクローパの 1株当

りの刈取重を図 3に示した。

少肥区で最も大きな値を示

したのは40刈区であり， 20 

刈区と採草区に大差をつけ

ていた。 20刈区は採草区よ

りも大きかったがその差は

44""'69 4.9""' 12.7 

2 7 "'-'29 1 5.3 ""'21.0 

1 5 16.9 

4 9"'-'6 3 4.7'"" 9.8 

2 2"'-'3 6 13.7""'20.8 

9 12.5 

制 RC:アカクローパ
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図3 刈取時におけるアカクローパ 1株当りの刈取重 1986 
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わずかであった。多肥区においても40刈区が最も大きかったが， 20刈区との差はわずかであった。採草区

では極めて小さかった。

考察

アカクローパの定着は，少肥区，多肥区とも40刈区が最も良好であった。このことは地際の相対照度が

20--30%程度の時に刈取による被陰の軽減を行えばアカクローパの定着が図れることを示唆している。ま

た， 20刈区のアカクローパは40メIj区よりも良好な光競合の条件下で管理されていたにもかかわらず定着は

劣っていた。この原因は刈取によってアカクローパ自身の生長が抑制されたためと思われる。

多肥区は少肥区より各刈取処理区とも定着数が少なかった。この原因としては第 1回刈取時の地際の相

対照度に示されるように，生育初期におげる被陰の軽減の差異が考えられる。また，本試験では示されて

いないがN施用によって既存のイネ科草の地下部における競争力が高まり，アカクローバの定着を妨げた

可能性も考えられる。アカクローパの追播においてN施用量を少なくすることは定着を図る上で極めて重

要であると思われる。少肥区の採草区は， N施用量を押えれば通常の採草利用でもある程度，アカクロー

パの定着が図れることを示す一例である。

摘要

追播されたアカクローパの定着を図るには既存草による被陰を軽減する必要がある。被陰を軽減する方

法として，刈取処理の効果を少肥条件下(N = 4 kg /10 a )と多肥条件下(N = 8 kg / 10 a )で検討した。

刈取処理は既存のオーチヤードグラスの草丈が20cmに達した時に刈取る区(20刈区)， 同様に40cmの区

( 40刈区)と年 3回の刈取区(採草区)を設けた。アカクローパの定着数は，少肥条件下では40刈区>採

草区ミ20刈区の順に，多肥条件下では40刈区>20刈区孟採草区の順に多かった。 20刈区で定着が劣ったの

は刈取によってアカクローパ自身の生長が抑制されたためと思われる。また，多肥条件では各刈取区とも

少肥条件下よりも定着数が少なかった。
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